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大循環モデルによるアンサンブルシミュレーション

と傾圧モデルの線形応答を調べた．その結果から，

海面水温の上昇がメキシコ湾流周辺の降水を増加さ

せ，傾圧性擾乱を通じてストームトラックの東側全

体を暖め，NAOの南端の構造を強化していること

を明らかにした．とくに，線形モデルを巧みに利用

することによって傾圧性波動擾乱と準定常場の相互

作用を鮮やかに描いている．

　このように，本論文では，中緯度大西洋における

大気・海洋相互作用の重要性が指摘され，そのメカ

　ニズムが明らかにされている．さらに，渡部会員が

　これまで行ってきた一連の研究を基に本論文でまと

　めあげた結論は，中緯度大気大循環の理解を深める

　と共に，予測可能性と予測手法にも示唆を与えた点

　も高く評価できる．

　　以上の理由から，日本気象学会は，渡部雅浩会員

　に今年度の山本・正野論文賞を贈るものである．

＊）ミスプリントされた一部の式の訂正が，Watanabe，M．and

M．Kimoto，2001：Corrigendum．Quart．」．Roy．Met．Soc．，127，

733－734．に掲載されている．

2001年度堀内賞の受賞者決まる

受賞者：久保田雅久（東海大学海洋学部地球環境工学科）

業績：衛星観測と数値モデルを用いた大気と海洋の

　相互作用に関する研究

選定理由：気象との境界・隣接領域として海洋は重要

　な位置を占める．久保田会員は海洋物理学を基礎と

　しつつも，数値モデルと衛星観測を駆使して，気象

　学と深く関わる広域海面における熱・運動量・物質

　フラックス推定と数値海洋変動予測に関わる衛星

　データ同化手法の開発において顕著な活動を積み重

　ねてきた

　　まず，衛星観測による海洋物理パラメータの推定

　手法と精度検証に取り組んで，多くの論文を発表し

　た．これは，衛星観測を海洋観測ツールとして，長

　期間・広域の海洋現象とその上の大気現象の理解を

　進めていく上で，必須の研究課題である．次に，衛

　星観測からもたらされる各種パラメータを用いた海

　面フラックス推定手法について研究を深めた．衛星

　観測海面水温，海上風速，海上大気水蒸気量などに

　著者らの開発した海上気温を加え，海面乱流熱フ

　ラックス（顕熱・潜熱），運動量フラックスなどを長

　期間にわたって広域の海面で推定する手法を開発し

　た．文部省特定領域研究「大洋域における水・熱・

　運動量の動態に関する研究」では海洋班の班長とし

　て研究をリードし，長期広域海面フラックス・デー

　タセット（Japanese　Ocean　Flux　data　sets　with　Use

　of　Remote　sensing　Observations）を作成し，国内

　のみならず国外からも高く評価されている．

　　海洋物理学における最近の大きな話題は，数値モ

　デルを用いた海洋変動予測に向けた研究の急速な進

　展である．久保田会員は同化手法を駆使して海面高

　度計データを数値モデルに取り込み，数値予測を行

うための基礎的な研究に早くから着手した．このよ

うな研究の学問基盤として，同会員が長年取り組ん

できた数値モデル海洋研究と衛星観測に関する深い

理解があった．

　今，急速に立ち上がりつつある海洋変動予測は，

現行の天気予報の海洋版であり，これが実運用され

る時代になれば天気予報にも大きく貢献するものと

期待されている．大気と海洋は相互作用するシステ

ムであり，その両方が数値的に予測できるようにな

ることのメリットは計りしれない．久保田会員は，

衛星海洋観測手法の高度化に貢献するとともに，数

値海洋モデルを合わせ用いて，このような大きな流

れをつくり出すことに貢献した．これらの業績を顕

彰することこそ，堀内賞の意義にかなうものと考え，

日本気象学会は本年度の堀内賞を久保田雅久会員に

贈るものである．
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受賞者：小池　真（東京大学大学院理学系研究科地

　球惑星科学専攻）

業　績：航空機による対流圏窒素酸化物の観測的研究

推薦理由：対流圏オゾンは温室効果気体であると共

　に，水酸基（OH）の生成を通じて大気中での酸化反

　応速度を支配している点で，対流圏大気化学の中心

　となる成分である．窒素酸化物は，このオゾンの化

　学的生成率を支配していると共に，水酸基の量にも

　直接影響を与えている．従って，グローバルスケー

　ルでの窒素酸化物の発生源，輸送過程，分布を明ら

　かにすることは，今後の大気化学環境の変動予測の

　上からも重要な課題である．

　　小池会員はこれまでNASAのPEM－West（西太

　平洋大気化学環境調査）航空機観測等に参加し，直

　接測定により一酸化窒素（NO）および総反応性窒素

　酸化物（NO。）の観測を実施してきた．小池会員は

　これらの観測に基き，空気塊のトラジェクトリーや

　各種成分との相関関係等を調べることにより，窒素

　酸化物の分布や発生源について多くの新しい知見を

　得た．なかでも冬・早春季の西太平洋域では，アジ

　ア大陸からの北西季節風の吹き出しに伴う化石燃料

　燃焼起源の窒素酸化物の輸送が，対流圏下部・中部

　において重要な役割を果たしていることを定量的に

　明らかとしたことは特筆される．また北西季節風に

　伴う高緯度から中緯度への等温位面にそった大気の

　流れによって，高緯度の対流圏中部・上部に多いペ

　ルオキシ・アセチル・ナイトレイト（PAN）が対流

　圏下部に輸送され，そこでの熱分解により活性な窒

　素酸化物（NO。＝NO＋NO2）が効率的に発生してい

　ることを観測から初めて明らかにした．さらに，世
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界的に最も航空機の往来が多い北大西洋航路領域に

おいて，窒素酸化物濃度が対流圏界面付近で上昇し

ていることや，熱帯での対流活動の窒素酸化物濃度

への影響も明らかにしてきた．

　小池会員のこれらの広範かつ高精度の観測と綿密

なデータ解析に基づく研究は国際的に高く評価され

ている．これらの研究は，現在世界的に急速に進歩

しつっある3次元の化学輸送モデルの検証にも供す

るものであり，また現在ますますその必要性が高ま

る「化学天気予報」の基礎を構築するものである．

小池会員は硫酸エアロゾル上での不均一系反応によ

る成層圏NO、の硝酸への酸化反応を初めて定量的

に示した業績により1995年度山本・正野論文賞を受

賞した．その後，小池会員は対流圏化学の研究を推

進し，新たな視点から窒素酸化物の挙動を明らかに

してきた．以上の理由から，日本気象学会は本年度

の堀内賞を小池　真会員に贈るものである．
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2001年度日本気象学会奨励賞の受賞者決まる

受賞者：出ロ　ー（福岡管区気象台）

研究題目：アメダスとレーダーのデータを利用した降

　水の地域分布に関する研究

選定理由：出口会員は，1984年に気象庁に入庁した後，

　九州各地で観測・予報などの業務に従事しながら，

　各県の詳細な天気分布の推定とそのための観測解析

　手法の問題点の改善に取り組んできた．とりわけ，

　アメダスやレーダーのデータの効果的な利用方法の

　開発に力を入れ，「お天気マップ的ガイダンス」など

　予報業務に利用できるいくつかのソフトウェアを作

　成したほか，レーダーデータやこれを加工した2次

　データに含まれる問題点を取り上げ，それらを考慮

　した合理的な利用方法を考案した．また，降水の同

　時発生率を手かがりにしてその地域特性を調べ，よ

　り効果的な気象情報や天気予報発表のための地域細

　分方法を提案している．これらの研究は，既存の観

　測網から情報を最大限に取り出すための地味ではあ

　るが創意工夫が見られる努力の積み重ねである．そ

　して，例えば大雨をもたらす積乱雲群が通過しやす

　い地域はどこかというような，従来は経験的な認識

　にとどまっていた事柄を統計的な面から明確にした

　ものとなっており，天気予報や防災情報に関する気

　象業務の改善だけでなく，降水の地域特性を気候学

　的に明らかにしたという学術的意義も大きい．よっ

　て，日本気象学会は出ロー会員に今年度の奨励賞を

　贈るものである．
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　報，56，H24．

受賞者：大久保　篤（富山地方気象台）

研究題目：冬季北陸地方における渦状擾乱およびシ

　ア・ラインの研究

推薦理由：大久保会員は，1979年に東京航空地方気象

　台に採用された後，主として新潟，富山の各地方気

　象台での予報現業に勤務のかたわら，北陸地方のメ

　ソ現象に関わる調査を精力的に行い，その成果を予

　報作業に活かしてきた．特に冬季の渦状擾乱につい

　ては，自ら乗船して得た日本海上のデータを解析し，

　渦状擾乱がTボーン構造をした温帯低気圧に似て

　いることを明らかにした．さらに，富山県沿岸に形

　成され強い雪や視程不良をもたらすシア・ラインの

　立体構造を解析し，その高さが300～400mであるこ

　と，南側は山間部からの冷気流出による南風であり，

　北側の南西風は一般場の風が地形により変形した結

　果であること等を見出した．これらの研究成果は，

　沿岸部の大雪や視程不良，強風などの予測において，

　数値モデルを補う資料として予報作業に利用されて

　いる．このように，大久保会員の一連の研究は，冬

　季の北陸地方におけるメソ現象について気象学的に

　貴重な知見を提供するとともに，大雪，強風視程

　不良など防災上重要な現象の予測改善へ向けて確実

　な前進をもたらすものである．よって，日本気象学

　会は大久保　篤会員に今年度の奨励賞を贈るもので
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